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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】令和2年2月27日(2020.2.27)

【公表番号】特表2019-506856(P2019-506856A)
【公表日】平成31年3月14日(2019.3.14)
【年通号数】公開・登録公報2019-010
【出願番号】特願2018-535389(P2018-535389)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ   1/14     (2006.01)
   Ａ２３Ｋ  50/10     (2016.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/20     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  11/04     (2006.01)
   Ａ２３Ｋ  10/18     (2016.01)
   Ａ２３Ｋ  40/30     (2016.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ    1/14     　　　Ａ
   Ａ２３Ｋ   50/10     ＺＮＡ　
   Ｃ１２Ｎ    1/20     　　　Ａ
   Ｃ１２Ｎ   11/04     　　　　
   Ａ２３Ｋ   10/18     　　　　
   Ａ２３Ｋ   40/30     　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】令和2年1月9日(2020.1.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　反芻動物に有効量の組成物を投与することを含む、反芻動物の乳生産を増加させるかま
たは乳成分特徴を改善する方法であって、前記組成物は、
ａ）
ｉ．配列番号１～３０及び２０４５～２１０３からなる群より選択される核酸配列と少な
くとも約９７％同一である１６Ｓ核酸配列を有する細菌を含む精製された細菌集団、及び
／または
ｉｉ．配列番号３１～６０及び２１０４～２１０７からなる群より選択される核酸配列と
少なくとも約９７％同一であるＩＴＳ核酸配列を有する真菌を含む真菌の精製集団を含む
、
精製された微生物集団、及び
ｂ）反芻動物への投与に適した担体を含み、
前記有効量の前記組成物を投与された前記反芻動物は、前記組成物を投与されていない反
芻動物と比べて、乳生産の増加または乳成分特徴の改善を示す、
前記方法。
【請求項２】
　前記反芻動物はウシである、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記組成物は周囲条件下で少なくとも１日は安定している、請求項１に記載の方法。
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【請求項４】
　前記組成物は、封入物、錠剤、カプセル、丸薬、飼料添加物、食品成分、食品添加物、
食品調製物、食品サプリメント、消耗溶液、消耗スプレー添加物、消耗固体、消耗ゲル、
注射、坐剤、ボーラス、水薬、またはそれらの組合せとして製剤されている、請求項１に
記載の方法。
【請求項５】
　前記組成物はポリマーまたは炭水化物に封入されている、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　投与することには、前記組成物を反芻動物に給餌することが含まれる、請求項１に記載
の方法。
【請求項７】
　投与することには、前記組成物を反芻動物に注入することが含まれる、請求項１に記載
の方法。
【請求項８】
　前記精製された微生物集団は、前記組成物中に少なくとも１０２細胞の濃度で存在する
、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記精製された微生物集団は、配列番号１～３０及び２０４５～２１０３からなる群よ
り選択される核酸配列と少なくとも約９７％同一である１６Ｓ核酸配列を有する細菌を含
む、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記精製された微生物集団は、配列番号３１～６０及び２１０４～２１０７からなる群
より選択される核酸配列と少なくとも約９７％同一であるＩＴＳ核酸配列を有する真菌を
含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記精製された微生物集団は、配列番号１～３０及び２０４５～２１０３からなる群よ
り選択される核酸配列と少なくとも約９９％同一である１６Ｓ核酸配列を有する細菌を含
む、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記精製された微生物集団は、配列番号３１～６０及び２１０４～２１０７からなる群
より選択される核酸配列と少なくとも約９９％同一であるＩＴＳ核酸配列を有する真菌を
含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記精製された微生物集団は、配列番号１～３０及び２０４５～２１０３からなる群よ
り選択される１６Ｓ核酸配列を有する細菌を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記精製された微生物集団は、配列番号３１～６０及び２１０４～２１０７からなる群
より選択されるＩＴＳ核酸配列を有する真菌を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記精製された微生物集団は、配列番号１～６０及び２０４５～２１０７からなる群よ
り選択される核酸配列と少なくとも約９７％同一である１６Ｓ核酸配列を有する細菌及び
ＩＴＳ核酸配列を有する真菌を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記精製された微生物集団は、配列番号２８と少なくとも約９７％同一である１６Ｓ核
酸配列を有する細菌を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記精製された微生物集団は、配列番号３２と少なくとも約９７％同一であるＩＴＳ核
酸配列を有する真菌を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１８】
　前記精製された微生物集団は、ＮＲＲＬ　Ｙ－６７２４９で寄託されたＰｉｃｈｉａ真
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菌を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１９】
　前記精製された微生物集団は、
Ｉｎｔｅｓｔｉｎｉｍｏｎａｓ、Ａｎａｅｒｏｌｉｎｅａ、Ｐｓｅｕｄｏｂｕｔｙｒｉｖ
ｉｂｒｉｏ、Ｏｌｓｅｎｅｌｌａ、Ｅｕｂａｃｔｅｒｉｕｍ、Ｃａｔｅｎｉｓｐｈａｅｒ
ａ、Ｆａｅｃａｌｉｂａｃｔｅｒｉｕｍ、Ｓｏｌｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ、Ｂｌａｕｔｉａ
、Ｒａｌｓｏｎｉａ、Ｃｏｐｒｏｃｏｃｃｕｓ、Ｃａｓａｌｔｅｌｌａ、Ａｎａｅｒｏｐ
ｌａｓｍａ、Ａｃｈｏｌｅｐｌａｓｍａ、Ａｍｉｎｉｐｈｉｌｕｓ、Ｍｉｔｓｕｏｋｅｌ
ｌａ、Ａｌｉｓｔｉｐｅｓ、Ｓｈａｒｐｅａ、Ｏｓｃｉｌｌｉｂａｃｔｅｒ、Ｎｅｏｃａ
ｌｌｉｍａｓｔｉｘ、Ｏｄｏｒｉｂａｃｔｅｒ、Ｐｉｃｈｉａ、Ｔａｎｎｅｒｅｌｌａ、
Ｃａｎｄｉｄａ、Ｈｙｄｒｏｇｅｎｏａｎａｅｒｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ、Ｏｒｐｉｎｏｍ
ｙｃｅｓ、Ｓｕｃｃｉｎｉｖｉｂｒｉｏ、Ｓｕｇｉｙａｍａｅｌｌａ、Ｒｕｍｉｎｏｂａ
ｃｔｅｒ、Ｌａｃｈｎｏｓｐｉｒａ、Ｃａｅｃｏｍｙｃｅｓ、Ｓｉｎｉｍａｒｉｎｉｂａ
ｃｔｅｒｉｕｍ、Ｔｒｅｍｅｌｌａ、Ｈｙｄｒｏｇｅｎｏａｎａｅｒｏｂａｃｔｅｒｉｕ
ｍ、Ｔｕｒｉｃｉｂａｃｔｅｒ、Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ＿ＸｌＶａ、Ａｎａｅｒｏｌｉ
ｎｅａ、Ｓａｃｃｈａｒｏｆｅｒｍｅｎｔａｎｓ、Ｂｕｔｙｒｉｃｉｃｏｃｃｕｓ、Ｏｌ
ｓｅｎｅｌｌａ、Ｐａｐｉｌｌｉｂａｃｔｅｒ、Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ＿ＸＩａ、Ｐｅ
ｌｏｔｏｍａｃｕｌｕｍ、Ｅｒｙｓｉｐｅｌｏｔｒｉｃｈａｃｅａｅ＿ｉｎｃｅｒｔａｅ
＿ｓｅｄｉｓ、Ｌａｃｈｎｏｓｐｉｒａｃｅａ＿ｉｎｃｅｒｔａｅ＿ｓｅｄｉｓ、Ｓｏｌ
ｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ、Ａｎａｅｒｏｐｌａｓｍａ、Ｒａｌｓｔｏｎｉａ、Ｃｌｏｓｔｒ
ｉｄｉｕｍ＿ｓｅｎｓｕ＿ｓｔｒｉｃｔｏ、Ｅｕｂａｃｔｅｒｉｕｍ、Ｒｉｋｅｎｅｌｌ
ａ、Ｌａｃｈｎｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ、Ｔａｎｎｅｒｅｌｌａ、Ａｃｈｏｌｅｐｌａｓｍ
ａ、Ｈｏｗａｒｄｅｌｌａ、Ｓｅｌｅｎｏｍｏｎａｓ、Ｂｕｔｙｒｉｃｉｍｏｎａｓ、Ｓ
ｈａｒｐｅａ、Ｓｕｃｃｉｎｉｖｉｂｒｉｏ、Ｒｕｍｉｎｏｂａｃｔｅｒ、Ｃａｎｄｉｄ
ａ、Ｓｙｎｔｒｏｐｈｏｃｏｃｃｕｓ、Ｐｓｅｕｄｏｂｕｔｙｒｉｖｉｂｒｉｏ、Ｏｒｐ
ｉｎｏｍｙｃｅｓ、Ｃｙｌｌａｍｙｃｅｓ、Ｓａｃｃｈａｒｏｍｙｃｅｔａｌｅｓ、Ｐｈ
ｙｌｌｏｓｔｉｃｔａ、Ａｓｃｏｍｙｃｏｔａ、及びＰｉｒｏｍｙｃｅｓから選択される
群のメンバーである生物のみを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項２０】
　前記有効量の前記組成物を投与された前記反芻動物は、実測乳収量の増加につながる乳
生産の増加を示す、請求項１に記載の方法。
【請求項２１】
　前記有効量の前記組成物を投与された前記反芻動物は、実測エネルギー補正乳の増加に
つながる乳生産の増加及び乳成分特徴の改善を示す、請求項１に記載の方法。
【請求項２２】
　前記有効量の前記組成物を投与された前記反芻動物は、乳脂肪の増加、乳タンパク質の
増加、乳中炭水化物の増加、乳中ビタミンの増加、乳中ミネラルの増加、またはそれらの
組合せからなる群より選択される乳成分特徴の改善を示す、請求項１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記有効量の前記組成物を投与された前記反芻動物は、乳脂肪、乳タンパク質、エネル
ギー補正乳、またはそれらの組合せの平均生産の少なくとも１％の増加を示す、請求項１
に記載の方法。
【請求項２４】
　前記有効量の前記組成物を投与された前記反芻動物は、乳脂肪、乳タンパク質、エネル
ギー補正乳、またはそれらの組合せの平均生産の少なくとも１０％の増加を示す、請求項
１に記載の方法。
【請求項２５】
　前記有効量の前記組成物を投与された前記反芻動物は、乳脂肪、乳タンパク質、エネル
ギー補正乳、またはそれらの組合せの平均生産の少なくとも２０％の増加を示す、請求項
１に記載の方法。
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【請求項２６】
　前記有効量の前記組成物を投与された前記反芻動物はさらに、改善された飼料利用効率
、改善された消化率、ポリサッカライド及びリグニン分解率の増加、第一胃内の脂肪酸濃
度の上昇、第一胃内のｐＨバランス、メタン放出量の減少、糞生産の減少、改善された乾
物摂取量、改善された窒素利用効率、またはそれらの組合せからなる群より選択される少
なくとも１つの改善された表現型形質を示す、請求項１に記載の方法。
【請求項２７】
　前記有効量の前記組成物を投与された前記反芻動物は、さらに、第一胃のミクロビオー
ムの変化を示す、請求項１に記載の方法。
【請求項２８】
　前記有効量の前記組成物を投与された前記反芻動物は、さらに、第一胃のミクロビオー
ムの変化を示し、
　前記組成物の投与前に第一胃に存在していた微生物集団は、前記組成物の投与後に数度
が増加する、請求項１に記載の方法。
【請求項２９】
　前記有効量の前記組成物を投与された前記反芻動物は、さらに、第一胃のミクロビオー
ムの変化を示し、
　前記組成物の投与前に第一胃に存在していた微生物集団は、前記組成物の投与後に数度
が減少する、請求項１に記載の方法。
【請求項３０】
　前記有効量の前記組成物を投与された前記反芻動物は、さらに、第一胃のミクロビオー
ムの変化を示し、
　前記組成物の投与前に第一胃に存在していた微生物の第１の集団は、前記組成物の投与
後に数度が増加し、
前記組成物の投与前に第一胃に存在していた微生物の第２の集団は、前記組成物の投与後
に数度が減少する、請求項１に記載の方法。
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